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位置図

1.芦田川流域の現状
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南海高師浜線

芦田川沿川空中写真(2008年撮影）

南海本線

東羽衣調節池

1）芦田川流域の状況

○流域面積： 6.68km2

高石市 2.80km2

堺市 2.14km2

和泉市 1.74km2

○流路延長： 5.1㎞

内二級河川区間：2.8㎞
（河口～国道26号）

ｼｮｰﾄｶｯﾄ河川



2）芦田川の状況
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床下浸水

床上浸水

ジョギング広場

高富橋

床下浸水

床下浸水

ジョギング広場
高富橋

被害状況 1時間最大雨量

・浸水面積：4.5ha
・床下浸水：183戸
・床上浸水： 92戸

77ﾐﾘ

3）近年の水害実績（H16.5.13）

無名橋

H16溢水箇所



高富橋
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高富橋
上流

平常時 洪水時



4）治水対策の状況
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○河口部 ～ ｼｮｰﾄｶｯﾄ区間 1.4km
・流出抑制施設の完成により時間雨量80ﾐﾘへの対
応が可能となる。

○ｼｮｰﾄｶｯﾄ区間上流
～二層河川区間

0.6km
・流出抑制施設の完成及び二層河川の完成により
時間雨量80ﾐﾘへの対応が可能となる。

○二層河川区間上流～国道26号 0.8km ・事業未着手（時間雨量50ﾐﾘ未対応）
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無名橋

万成橋

高富橋

二層河川区間 L=600m

ジョギング広場
（東羽衣調節池）

加茂３号橋

通常改修区間

ｼｮｰﾄｶｯﾄ
区間

二連BOX区間 L=400m 取付区間 L=200m

施工済L=310m
施工残
L=90m

施工済区間 施工中区間

5）二層河川区間の工事進捗状況 ○用地買収：100%
○工事進捗 延長ﾍﾞｰｽ：52%（二連BOXﾍﾞｰｽ：78%)

金額ﾍﾞｰｽ：75%
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2.当面の治水目標の設定フローに基づく氾濫解析

1）現況での危険度の確認
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○当面の治水目標の設定フローに基づき、現況での危険度（想定被害）を氾濫

解析により確認する。

○氾濫解析実施にあたっての現況河川の条件（流下能力等）は、以下のとおり。

■氾濫解析実施にあたっての現況河川の条件

○河川延長2.8kmのうち、

・河口～二層河川区間(2.0km)は、時間雨量80ﾐﾘへの対応が完成済

と想定。ただし、東羽衣調節池、高石中学校以外の2貯留施設は

未完成とし、その流出抑制効果を見込まないと想定。

・二層河川上流の通常区間(0.8km)は、現況の河川断面とする。

○羽衣ポンプ場（高石市）による大阪湾（流域外）への雨水排水を

考慮。

（参考）当面の治水目標の設定フロー

P 

羽衣ポンプ場 東羽衣調節池
（完成）

80ﾐﾘ対応完成済
(流出抑制効果を一部除く) 50ﾐﾘ未対応

河口～二層河川区間(L=2.0km) 通常区間(L=0.8km)

未完成

未完成

高石中学校 流域貯留
（完成）



危険度Ⅰ

危険度Ⅱ

危険度Ⅲ

対象降雨：時間雨量50ﾐﾘ 対象降雨：時間雨量65ﾐﾘ
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■現況での氾濫解析結果



危険度Ⅰ

危険度Ⅱ

危険度Ⅲ

対象降雨：時間雨量80ﾐﾘ 対象降雨：時間雨量90ﾐﾘ
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■現況での氾濫解析結果
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■現況での危険度の把握

○各降雨での危険度及び想定される被害を氾濫解析結果より確認。

○時間雨量50ﾐﾘの降雨に対して、危険度Ⅰが発生することを確認。

○時間雨量50ﾐﾘ対策の完成を想定。

（参考）当面の治水目標の設定フロー

＜危険度の確認結果＞

Ⅲ Ⅱ Ⅰ

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
0.27km2 0.06km2 被害なし

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
1.64km2 0.63km2 被害なし

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
2.29km2 1.03km2 被害なし

床下浸水 床上浸水
(0.5m以上)

 壊滅的な被害
（浸水深3.0m以上）
(家屋流出指数
    2.5m3/s2以上)

50ﾐﾘ程度
(1/10)

65ﾐﾘ程度
(1/30)

80ﾐﾘ程度
(1/100)

90ﾐﾘ程度
(1/200)

(被害の程度）

（
発
生
頻
度

）

大小

小

大 90.6 ha
10,215 人
2,174 人

14,604 百万円

142.0 ha
16,272 人
3,406 人

22,766 百万円

176.8 ha 0.8 ha
20,237 人 37 人
4,177 人 5 人

29,501 百万円 182 百万円

189.2 ha 2.4 ha
21,581 人 200 人
4,433 人 36 人

31,717 百万円 899 百万円

被害なし

被害なし

床下浸水 床上浸水 壊滅的な被害

被害なし

被害なし 被害なし

被害なし

危険度Ⅱ 危険度Ⅲ危険度Ⅰ
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○当面の治水目標の設定フローに基づき、50ﾐﾘ対策の完成を想定した後の時間

雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘの降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を氾濫解析により確認する。

○氾濫解析実施にあたっての芦田川の50ﾐﾘ対策の想定条件は、以下のとおり。

■氾濫解析実施にあたっての50ﾐﾘ対策の想定条件

2）50ﾐﾘ対策の完成を想定した後の危険度の確認

○河川延長2.8kmのうち、

・河口～二層河川区間(2.0km)は、時間雨量80ﾐﾘへの対応が完成

済と想定。ただし、東羽衣調節池、高石中学校以外の2貯留施

設は未完成とし、その流出抑制効果を見込まないと想定。

・二層河川上流の通常区間(0.8km)は、時間雨量50ﾐﾘへの対応が
完成済と想定。

○羽衣ポンプ場（高石市）による大阪湾（流域外）への雨水排水を
考慮。

（参考）当面の治水目標の設定フロー

P 

羽衣ポンプ場 東羽衣調節池
（完成）

80ﾐﾘ対応完成済
(流出抑制効果を一部除く) 50ﾐﾘ対応完成済

河口～二層河川区間(L=2.0km) 通常区間(L=0.8km)

未完成

未完成

高石中学校 流域貯留
（完成）



危険度Ⅰ

危険度Ⅱ

危険度Ⅲ

対象降雨：時間雨量65ﾐﾘ 対象降雨：時間雨量80ﾐﾘ
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■50ﾐﾘ対策の完成を想定した後の氾濫解析結果



危険度Ⅰ

危険度Ⅱ

危険度Ⅲ

対象降雨：時間雨量90ﾐﾘ
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このケースは、これまでの河川改修において想定している降雨量をはるかに超える、

200年に1度の大雨が降った場合のシミュレーション結果です。



17

○時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘの降雨で危険度Ⅱ,Ⅲが発生しないことを確認。

【結果】

○芦田川の当面の治水目標は、時間雨量50ﾐﾘへの対応とする。

(年確率）

50ﾐﾘ程度
(1/10)

65ﾐﾘ程度
(1/30)

80ﾐﾘ程度
(1/100)

90ﾐﾘ程度
(1/200)

（
発
生
頻
度

）

小

大

危険度Ⅱ 危険度Ⅲ危険度Ⅰ

9.0 ha
755 人
137 人

1,228 百万円

32.9 ha
3,598 人

772 人
5,342 百万円

被害なし

被害なし

被害なし

被害なし被害なし 被害なし

被害なし

被害なし

床下浸水 床上浸水 壊滅的な被害

被害なし被害なし

1）50ﾐﾘ対策の完成を想定した後の危険度の確認

3.芦田川の当面の治水目標の設定

（参考）当面の治水目標の設定フロー

＜危険度の確認結果＞

危険度Ⅱ,Ⅲが
発生しない
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○当面の治水目標（50ﾐﾘ対応）に加え、流域内の流出抑制施設の完成を想定

○芦田川の想定条件は以下のとおり。

■氾濫解析実施にあたっての想定条件

【参考】流出抑制施設を考慮した場合

○河川延長2.8kmのうち、

・河口～二層河川区間(2.0km)は、時間雨量80ﾐﾘへの対応が完成済と想定。

・二層河川上流の通常区間(0.8km)は、時間雨量50ﾐﾘへの対応が完成済と想定。

・東羽衣調節池、高石中学校、鴨公園調節池、加茂小学校による流出抑制を考慮。

○羽衣ポンプ場（高石市）による大阪湾（流域外）への雨水排水を考慮。

P 

羽衣ポンプ場 東羽衣調節池
（完成）

80ﾐﾘ対応完成済
(流出抑制効果を一部除く) 50ﾐﾘ対応完成済

河口～二層河川区間(L=2.0km) 通常区間(L=0.8km)

高石中学校 流域貯留
（完成）

加茂小学校 流域貯留
（完成）

鴨公園調節池
（完成）



危険度Ⅰ

危険度Ⅱ

危険度Ⅲ

対象降雨：時間雨量80ﾐﾘ
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■ 流出抑制施設を考慮した場合の氾濫解析結果

(年確率）

50ﾐﾘ程度
(1/10)

65ﾐﾘ程度
(1/30)

80ﾐﾘ程度
(1/100)

90ﾐﾘ程度
(1/200)

（
発
生
頻
度

）

小

大

危険度Ⅱ 危険度Ⅲ危険度Ⅰ

9.0 ha
755 人
137 人

1,228 百万円

32.9 ha
3,598 人

772 人
5,342 百万円

被害なし

被害なし

被害なし

被害なし被害なし 被害なし

被害なし

被害なし

床下浸水 床上浸水 壊滅的な被害

被害なし被害なし

＜危険度の確認結果＞

浸水被害が解消される

被害あり

被害なし


